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保
育
所
入
所
児
童

　
申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
日
ま
で

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付
け
ま
す

の
で
希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

へ
十
二
月
十
日
～
十
二
月
二
十
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
所

申
請
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
各
保
育

所
の
募
集
人
員
等
は
市
報
と
お
か
ま

ち
十
一
月
号
（
十
一
月
十
日
発
行
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
弄
集
人

員
は
若
干
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。〔

注
意
〕
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
、
事
業
主
の
証
明
書
が
必
要
。

　
祖
父
母
ま
た
は
父
母
が
病
気
等
の

場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し

　　　膿繍　羅纏

て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
十
二
月
二
日
午
前
九
時
半
～
午
後

零
時
半
吉
田
山
谷
の
一
部
▽
十
二
月

三
日
稲
荷
町
三
の
一
部
▽
十
二
月
七

日
川
治
の
一
部
、
田
中
、
山
谷
、
麻

畑
、
田
麦
、
六
箇
野
中
、
ニ
ツ
屋
、

船
坂
、
池
沢
、
源
田
、
野
中
、
当
間
、

鍬
柄
沢
、
塩
之
又
、
辰
ケ
平
▽
十
二

月
八
日
珠
川
▽
十
二
月
十
日
山
本
一

の
一
部
、
山
本
二
、
山
本
三
の
一
部
、

山
本
四
の
一
部
、
関
根
、
浅
之
平
、

笹
之
沢
、
池
之
平
、
孕
石
、
落
之
水
、

椌
木
、
長
里
。
以
上
い
ず
れ
も
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
▽
十
二
月
十

四
日
午
前
九
時
～
正
午
高
田
町
三
西

の
一
部
、
島
の
一
部
、
千
代
田
町
の

一
部
、
稲
荷
町
四
の
一
部
。

　
紐
潟
灘
捧
機
救
懇
叢

5
日
　
十
日
町
病
院
菌
町
．
南
二

　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番
…

12

日
　
池
田
医
院
パ
本
町
西
．
）
㎜

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番
㎜

19

日
　
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番
…

26

日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番
…

“
市
役
所
二
階
事
務
室

　
　
課
の
位
置
が
一
部
変
更
”

　
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
二
階
事
務
室

の
課
の
位
置
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
市
役
所
環
境
課
（
正
面
玄
関
入
口

の
右
側
）
の
位
置
が
、
同
階
東
側
の

社
会
福
祉
事
務
所
と
保
健
課
の
間
に

な
り
ま
し
た
。

事
業
名

月
　
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

4
ヵ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

12
月
1
4
日

　
（
火
）

午
後
－
時

～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
8
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

育
　
　
児

口
口
　
　
　
　
火
火

†
　
　
　
　
　
ま
口

12
月
1
5
日

　
（
水
）

午
後

1
時
半

～
2
時
半

51

年
6
月
1
日

～
51
年
8
月
3
1

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の
　
，

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て

の
相
談

3
歳
児

検
　
　
診

12
月
1
7
日

　
（
金
）

午
時
1
時

～
2
時
半

48

年
6
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を

対
象
。
個
人
通
知

が
な
く
と
も
該
当

月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い
。

「
実
施
地
区

月
　
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

川
治
・
六
箇
地
区

十
二
月
　
二
日
（
木
）

午
後

一
時
半

～
二
時

市
役
所
会
議
室

固
鳳
・

十
二
月
　
三
日
（
金
）

丁
吉
田
出
張
所

中
　
条
　
全
　
区

十
二
月
　
八
日
（
水
）

　
レ

中
条
公
民
館

新
座
・
大
井
田

十
二
月
　
九
日
（
木
）

青
少
年
ホ
ー
ム

十
日
町
全
区

十
二
月
　
十
日
（
金
）

市
役
所
会
議
室

下
　
条
　
全
　
区

十
二
月
十
四
日
（
火
）

下
条
出
張

水
　
沢
　
全
　
区

十
二
月
十
六
日
（
木
）

水
沢
出
張
所

51

年
度
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
二
種
混
合
予
防
接
種
実
施
日
程
（
一
期
三
回
目
）

　
　
　
　
　
　
　
⊥
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i
－
－

－
i
　
　
鵯

鵯
－

－

－
－

↓
「
1
1

l

1

i
l
　
　
－

」

園
幽

一
水
沢
出
張
所
一

　
接
種
を
受
け
ら
れ
る
人

　
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
よ
り
昭
和
四
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

れ
た
人
で
、
本
年
一
回
な
い
し
二
回
接
種
の
済
ん
だ
人
（
満
四
歳
以
下
で
昭

和
四
十
九
年
に
一
期
二
回
ま
た
は
三
回
接
種
し
た
人
は
二
期
の
み
対
象
に
な

り
ま
す
）
。

　
接
種
時
の
注
意

　
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
当
日
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
に

注
意
し
、
正
確
に
間
診
票
を
会
場
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他

　
日
付
、
会
場
等
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
お
い
で
く
だ
さ
い
。

献血車日程

12月1日㊧午前10時
　　　～午後3時

十日町市民会館

き一
と

ところ

　くわしくは市役所保健課へ

　おたずねください。

明日といわず今献血しましょう

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
5

　
　
（
∠
□

／
号販踊
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』
』
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国
鉄
で
は
、
踏
切
の
交
通
事
故
を

な
く
す
る
た
め
、
踏
切
の
保
安
設
備

を
順
次
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
の
十
日
町
市
管
内
は
三
十

七
カ
所
の
踏
切
が
あ
り
、
踏
切
の
間

隔
も
小
さ
い
た
め
、
場
所
に
ょ
っ
て

は
、
ニ
カ
所
な
い
し
三
カ
所
連
動
設

備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

あ
る
一
点
に
列
車
ま
た
は
除
雪
車
輌

が
さ
し
か
か
る
と
、
二
・
三
カ
所
の

踏
切
警
報
機
が
鳴
り
だ
し
た
り
、
遮

断
棒
が
降
下
し
ま
す
。

　
特
に
、
除
雪
車
輌
で
線
路
の
除
雪

を
す
る
と
き
は
、
踏
切
の
遮
断
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
踏
切
通
過
車
輌
や
歩

行
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
◇
警
報
機
が
鳴
り
、
ま
た
、
遮
断

棒
が
降
下
し
て
い
る
と
き
は
、
必
ず

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
遮
断
棒
が
降
下
し
て
い
る
と
き
、

遮
断
棒
を
あ
げ
て
通
る
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
遮
断

棒
を
無
理
に
あ
げ
ま
す
と
、
モ
ー
タ

ー
の
作
動
が
止
ま
り
、
定
格
以
上
の

工業統計調査にご協力を

　昭和51年工業統計調査は、12月31日

現在で実施されます。ことしは、5年

ごとに行われる工業実態基本調査（製

造業のうちから抽出選定された指定企

業を対象）もあわせて行われます。

　両調査は、国内の製造業のすがたや、

製造業活動状況及び中小企業の近代化、

経営の合理化を図るための基礎資料を

作成する目的で行われるものです。し

たがって、提出された調査票は、統計

以外の目的に使用されることはありま

せん。

　後日、調査員が調査票を回収に伺い

ますので、該当者は、指定期日までに

ご提出くださるようご協力をお願いい

たします。

（参考）

　昭和50年工業統計調査結果
　　　　　（繊維工業）

力
が
働
き
ま
す
の
で
、
故
障
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
列
車
及
び
除

雪
車
輌
の
通
過
の
際
、
保
安
装
置
の

機
能
が
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

市
消
防
団
長
に

樋
ロ
朝
則
氏

樋ロ朝則氏
　（中在家）

　
波
間
幸
三
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
十

二
月
八
日
付
で
十
日
町
市
消
防
団
長

に
樋
口
朝
則
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
氏
は
、
中
在
家
の
出
身
、
農

業
。
昭
和
八
年
九
月
水
沢
村
消
防
団

9
§
§
§
g
g
§
g
§
思
§
§
g
§
g
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
鼠
§
§
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

繊維製造品出荷額等
県計に占

める割合

県　計 27，529，420万円 100％

十日町市 7，440，144万円 27．0％

見附市 4，574，705万円 16．6％

五泉市 4，485，384万円 16．3％

栃尾市 2，876，542万円 10．5％

加茂市 1，260，020万円 4．6％

その他
市町村

6，892，625万円 25．0％

入
団
、
二
十
一
年
三
月
副
分
団
長
、

二
十
四
年
三
月
分
団
長
、
二
十
五
年

九
月
副
団
長
、
三
十
四
年
九
月
団
長
。

三
十
七
年
四
月
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

水
沢
村
消
防
団
長
か
ら
十
日
町
市
消

防
団
副
団
長
を
勤
め
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
樋
口
氏
は
、
水
沢

村
消
防
団
員
と
し
て
入
団
以
来
、
四

十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
団

活
動
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。

叢
驚
難
灘
難
騰
綴
雛
数

灘
藁
顯
灘
難
灘
総
難

　
期
間
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二

十
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。午

後
五
時
半

～
午
後
七
時
半

午
後
七
時
半

～
午
後
九
時
半

月
曜
日

篭
　
球

排
　
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
　
球

火
曜
日

庭
　
球

篭
　
球

排
　
球

水
曜
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
　
球

ア
ー
チ
ェ
マ

木
曜
日

バ
ド
・
シ
ト
ン

卓
　
球

篭
　
球

排
　
球

金
曜
日

篭
　
球

排
球

卓
　
球

野
　
球

土
曜
日

排
　
球

野
　
球

庭
　
球
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、

路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い

る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修

理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要

し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を

得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐

車
禁
止
区
域
を
定
め
ま
し
た
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
　
（
十
日
町
市
・
十
日
町
土
木
事
務

　
所
・
十
日
町
警
察
署
）

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
。

危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十
分

注
意
し
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
、
な

だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保

な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を

　
■
使
途
…
運
転
資
金

　
■
貸
付
期
間
…
三
十
六
ヵ
月
以

内　
■
利
率
…
年
七
・
五
％

　
■
担
保
等
…
保
証
協
会
の
保
証

　
■
認
定
…
市
長
ま
た
は
商
工
会

議
所
会
頭
の
認
定
が
必
要

　
■
申
し
込
み
は
、
信
用
保
証
協

会
又
は
取
扱
い
金
融
機
関
へ

　
■
お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

商
工
課
、
十
日
町
商
工
会
議
所
へ

は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の

ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損
、
紛
失

等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い
て
竹

ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
措

置
し
て
く
だ
さ
い
。

一

中
小
企
業
関
連
倒
産
防

止
資
金
の
ご
利
用
を

　
取
引
先
の
倒
産
に
よ
り
資
金
を

必
要
と
す
る
場
合
、
中
小
企
業
関

連
倒
産
防
止
資
金
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
■
融
資
対
象
者
…
倒
産
し
た
企

業
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
る

中
小
企
業
者

　
■
貸
付
限
度
9
士
千
万
円
以
内

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場

合
、
町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う

日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役

所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路

側
へ
積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は
自
分

　
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、

入
口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
く
だ
さ

い
　Q

流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
、
道
路
側
溝
の

流
雪
使
用
は
、
溢
水
や
住
宅
浸
水
事

故
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。
使
用
の
際

は
、
下
流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し
く

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
火
栓
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
よ

う
目
じ
る
し
を
。
除
雪
作
業
中
は
危

険
で
す
。
特
に
こ
ど
も
等
は
絶
対
近

寄
ら
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
の
歌
」
募
集

　
労
働
省
、
社
団
法
人
全
国
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
協
議
会
で
は
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
発
足
二
十
周
年
を
記
念

し
て
、
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
歌
」

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用

者
等
関
係
者
　
応
募
期
間
　
昭
和
五

十
二
年
三
月
末
ま
で
　
応
募
規
定

①
歌
詞
（
三
番
ま
で
）
及
び
曲
の
そ

ろ
っ
た
も
の
②
歌
詞
の
内
容
は
、
ホ

ー
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
③
任
意
の

用
紙
に
歌
詞
を
縦
書
き
し
、
五
線
紙

に
曲
及
び
歌
詞
を
記
入
の
こ
と
④
歌

を
吹
き
こ
ん
だ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

あ
わ
せ
て
添
付
す
る
こ
と
⑤
用
紙
の

余
白
又
は
裏
面
に
、
作
詞
者
及
び
作

曲
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
目
日
、

住
所
、
郵
便
番
号
及
び
電
話
番
号
を

記
入
す
る
こ
と
⑥
封
筒
の
左
下
部
に

「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
歌
応
募
」

と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
調
製
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
十
ノ
以
上
の
農
地
耕
作
者
世
帯

を
対
象
に
登
載
申
請
書
用
紙
を
配
布

し
ま
し
た
の
で
、
農
事
連
絡
員
等
を

通
じ
、
一
月
十
日
ま
で
に
市
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
生
を
追
加
募
集

　
　
魚
沼
専
修
職
業
調
練
校

　
同
校
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
訓

練
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
　
募
集
科
名
木
工
科
、
建
築

科
、
左
官
科
　
選
考
日
時
昭
和
五
十

二
年
一
月
二
十
日
及
び
三
月
二
十
八

日
　
そ
の
他
入
校
願
書
等
の
提
出
は

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
魚
沼
専
修

職
業
訓
練
校
へ
。
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こ
だ
ま
号
貸
出
文
庫

　
　
　
　
　
　
配
本
所
を
配
置

　
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
自
　
　
九
百
四
十
六
人
の
方
か
ら
一
万
一
千

動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
は
冬
ご
も
り
に
　
　
九
百
八
十
四
冊
の
本
を
読
ん
で
い
た

は
い
り
、
か
わ
っ
て
貸
出
文
庫
配
本
　
　
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
動
車
文

所
を
つ
ぎ
の
と
お
り
配
置
い
た
し
ま
　
　
庫
約
十
台
分
の
図
書
が
読
ま
れ
た
こ

し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
　
　
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
の
家
等
で
文
庫
配
本
所
に
な
っ
　
　
貸
出
文
庫
配
本
所

て
い
る
所
が
多
い
関
係
上
、
迷
惑
に
　
　
飛
渡
地
区
曽
根
昭
治
方
（
池
谷
）

な
ら
な
い
よ
う
な
時
問
を
選
ん
で
ご
　
　
飛
二
小
学
校
、
阿
部
三
代
継
方
（
東

利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
木
又
）
下
条
地
区
二
子
冬
季
分

　
自
動
車
文
庫
を
借
り
て
ま
だ
返
し
　
　
校
、
慶
地
冬
季
分
校
、
田
村
正
徳
方

て
い
な
い
方
は
最
寄
り
の
地
区
公
民
　
　
（
漉
野
）
水
口
公
民
館
、
上
新
田
公

館
か
貸
出
文
庫
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
　
民
館
、
願
入
冬
季
分
校
　
美
佐
島
地

自
動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
は
来
春
の
五
　
　
区
江
道
・
猿
倉
集
落
セ
ン
タ
ー
、
津

月
か
ら
巡
回
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
　
　
池
冬
季
分
校
、
庭
野
六
郎
方
（
赤
倉
）

の
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
問
六
千
　
　
大
池
小
学
校
水
沢
地
区
佐
藤
友
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
藁
》
ー
量
目
H
T

思
い
ち
が
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
！

　
国
民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
も
、
、

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
だ

れ
で
も
七
十
歳
に
な
れ
ば
福
祉
年
金

が
貰
え
る
と
思
い
違
い
し
て
い
る
方

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
は
、
問
違
い
で
、
保
険
料
を

納
め
な
い
で
老
齢
福
祉
年
金
を
貰
え

る
の
は
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
一
定
の
期
間
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

福
祉
年
金
の
支
払
い
は

　
閣
月
六
日
か
ら

　
福
祉
年
金
は
、
一
月
六
日
か
ら
各

郵
便
局
で
支
払
い
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
指
定
郵
便

局
で
忘
れ
ず
に
お
受
け
と
り
く
だ
さ

い
。
　
　
　
（
市
民
課
国
民
年
金
係
）

郎
（
市
ノ
沢
）
南
雲
芳
太
郎
（
安
養

寺
）
野
中
小
学
校
、
宮
沢
政
徳
（
大

黒
沢
）
保
坂
孝
一
方
（
細
尾
）
姿
分

館
川
治
地
区
城
之
古
公
民
館
（
毎

月
十
日
、
二
十
日
、
三
十
日
の
午
後

七
時
～
九
時
ま
で
）
南
雲
一
郎
方
（
関

根
）
風
間
一
則
方
（
長
里
）
　
中
条

地
区
春
川
善
七
方
（
西
枯
木
又
）
新

座
保
育
所
吉
田
地
区
柳
重
太
郎
（
高

島
）
鐙
島
保
育
所
、
馬
場
建
設
方
（
小

泉
）
藤
巻
功
方
（
山
谷
）
児
玉
周
助

方
（
稲
葉
）
　
六
箇
地
区
田
麦
公
民

館
、
塩
ノ
又
分
校
、
俵
山
弘
方
（
ニ

ツ
屋
）
徳
永
義
雄
方
（
船
坂
）
麻
畑

公
民
館
。

　
公
給
領
収
証
を
忘
れ
ず
に

　
み
な
さ
ん
が
飲
食
店
、
料
理
店
、

旅
館
等
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
十
μ

の
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り
、

お
店
で
は
税
金
を
受
け
取
っ
た
し
る

し
に
公
給
領
収
証
を
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
料
金
と
い

っ
し
ょ
に
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納

め
た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ら
ず
受

け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）

以
下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
免
税
点
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

明窓会が点字カレンダーを作成
免税点はつぎのとおり

　
十
日
町
明
窓
会
（
内

山
吉
晴
会
長
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
点
字
力
レ
ン
ダ

⊥
四
十
五
部
を
作
成
し
、

三
十
七
名
の
盲
人
と
、

中
魚
十
日
町
管
内
の
社

会
福
祉
事
務
所
へ
そ
れ

ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。

盲
人
の
方
々
は
、
こ
れ

ま
で
曜
日
等
、
自
分
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き

ず
不
自
由
し
て
い
る
こ

と
ー
。
ま
た
、
会
員
た

ち
の
技
術
向
上
等
を
目

的
と
し
て
配
布
し
た
も

の
で
、
盲
人
の
人
達
に

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
明
窓
会
」
は
、
点
約

奉
仕
を
目
的
と
し
て
昭

和
四
十
八
年
誕
生
。

　
会
員
ど
う
し
の
熱
心
な
学
習
で
、

こ
れ
ま
で
、
市
報
と
お
か
ま
ち
を
毎

号
点
約
し
、
点
約
奉
仕
の
輪
を
広
げ

て
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
主
婦
、
高
校
生
等
十
五

名
。
今
回
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
B
五

版
二
十
四
ペ
ー
ジ
で
、
日
曜
表
の
ほ

か
、
盲
人
の
方
が
つ
く
っ
た
俳
句
や

年
中
行
事
な
ど
が
多
く
と
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー

料
理
店
、
小
料
理
店
、
カ
フ
ェ
ー
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど

免
税
点
適
用
な
し

館
ル
テ

旅
ホ

宿
泊
（
一
泊
二
食
の
宿
泊
料
金
が
免
税
点
を
超
え
た

場
合
の
基
礎
控
除
額
一
人
一
泊
に
つ
き
千
五
百
円
）

一
．
人
一
泊
に
つ
き

三
千
四
百
円

宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、
間
食
、
昼
食
等
、
休

憩
及
び
飲
食

一
人
一
回
に
つ
き

千
七
百
円

飲
食
店
、
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回
に
つ
き

千
七
百
円

経
理
区
分
食
堂
（
デ
パ
ー
ト
の
食
堂
な
ど
）

一
品
に
つ
き

八
百
五
十
円

仕
出
し
、
出
前

一
人
前

千
七
百
円
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、

路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い

る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修

理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要

し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を

得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐

車
禁
止
区
域
を
定
め
ま
し
た
。
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
　
（
十
日
町
市
・
十
日
町
土
木
事
務

　
所
・
十
日
町
警
察
署
）

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
。

危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十
分

注
意
し
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
、
な

だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保

な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を

　
■
使
途
…
運
転
資
金

　
■
貸
付
期
間
…
三
十
六
ヵ
月
以

内　
■
利
率
…
年
七
・
五
％

　
■
担
保
等
…
保
証
協
会
の
保
証

　
■
認
定
…
市
長
ま
た
は
商
工
会

議
所
会
頭
の
認
定
が
必
要

　
■
申
し
込
み
は
、
信
用
保
証
協

会
又
は
取
扱
い
金
融
機
関
へ

　
■
お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

商
工
課
、
十
日
町
商
工
会
議
所
へ

は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の

ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損
、
紛
失

等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い
て
竹

ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
措

置
し
て
く
だ
さ
い
。

一

中
小
企
業
関
連
倒
産
防

止
資
金
の
ご
利
用
を

　
取
引
先
の
倒
産
に
よ
り
資
金
を

必
要
と
す
る
場
合
、
中
小
企
業
関

連
倒
産
防
止
資
金
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
■
融
資
対
象
者
…
倒
産
し
た
企

業
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
る

中
小
企
業
者

　
■
貸
付
限
度
9
士
千
万
円
以
内

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場

合
、
町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う

日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役

所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路

側
へ
積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は
自
分

　
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で

ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直
し
し
、

入
口
の
両
側
に
積
み
上
げ
て
く
だ
さ

い
　Q

流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
、
道
路
側
溝
の

流
雪
使
用
は
、
溢
水
や
住
宅
浸
水
事

故
を
引
き
お
こ
し
ま
す
。
使
用
の
際

は
、
下
流
の
こ
と
を
考
え
、
正
し
く

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
火
栓
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
よ

う
目
じ
る
し
を
。
除
雪
作
業
中
は
危

険
で
す
。
特
に
こ
ど
も
等
は
絶
対
近

寄
ら
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
の
歌
」
募
集

　
労
働
省
、
社
団
法
人
全
国
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
協
議
会
で
は
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
発
足
二
十
周
年
を
記
念

し
て
、
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
歌
」

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
　
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用

者
等
関
係
者
　
応
募
期
間
　
昭
和
五

十
二
年
三
月
末
ま
で
　
応
募
規
定

①
歌
詞
（
三
番
ま
で
）
及
び
曲
の
そ

ろ
っ
た
も
の
②
歌
詞
の
内
容
は
、
ホ

ー
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
③
任
意
の

用
紙
に
歌
詞
を
縦
書
き
し
、
五
線
紙

に
曲
及
び
歌
詞
を
記
入
の
こ
と
④
歌

を
吹
き
こ
ん
だ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

あ
わ
せ
て
添
付
す
る
こ
と
⑤
用
紙
の

余
白
又
は
裏
面
に
、
作
詞
者
及
び
作

曲
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
目
日
、

住
所
、
郵
便
番
号
及
び
電
話
番
号
を

記
入
す
る
こ
と
⑥
封
筒
の
左
下
部
に

「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
歌
応
募
」

と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
調
製
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
十
ノ
以
上
の
農
地
耕
作
者
世
帯

を
対
象
に
登
載
申
請
書
用
紙
を
配
布

し
ま
し
た
の
で
、
農
事
連
絡
員
等
を

通
じ
、
一
月
十
日
ま
で
に
市
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
生
を
追
加
募
集

　
　
魚
沼
専
修
職
業
調
練
校

　
同
校
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
訓

練
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。
　
募
集
科
名
木
工
科
、
建
築

科
、
左
官
科
　
選
考
日
時
昭
和
五
十

二
年
一
月
二
十
日
及
び
三
月
二
十
八

日
　
そ
の
他
入
校
願
書
等
の
提
出
は

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
魚
沼
専
修

職
業
訓
練
校
へ
。
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こ
だ
ま
号
貸
出
文
庫

　
　
　
　
　
　
配
本
所
を
配
置

　
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
自
　
　
九
百
四
十
六
人
の
方
か
ら
一
万
一
千

動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
は
冬
ご
も
り
に
　
　
九
百
八
十
四
冊
の
本
を
読
ん
で
い
た

は
い
り
、
か
わ
っ
て
貸
出
文
庫
配
本
　
　
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
動
車
文

所
を
つ
ぎ
の
と
お
り
配
置
い
た
し
ま
　
　
庫
約
十
台
分
の
図
書
が
読
ま
れ
た
こ

し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
　
　
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
の
家
等
で
文
庫
配
本
所
に
な
っ
　
　
貸
出
文
庫
配
本
所

て
い
る
所
が
多
い
関
係
上
、
迷
惑
に
　
　
飛
渡
地
区
曽
根
昭
治
方
（
池
谷
）

な
ら
な
い
よ
う
な
時
問
を
選
ん
で
ご
　
　
飛
二
小
学
校
、
阿
部
三
代
継
方
（
東

利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
木
又
）
下
条
地
区
二
子
冬
季
分

　
自
動
車
文
庫
を
借
り
て
ま
だ
返
し
　
　
校
、
慶
地
冬
季
分
校
、
田
村
正
徳
方

て
い
な
い
方
は
最
寄
り
の
地
区
公
民
　
　
（
漉
野
）
水
口
公
民
館
、
上
新
田
公

館
か
貸
出
文
庫
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
　
民
館
、
願
入
冬
季
分
校
　
美
佐
島
地

自
動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
は
来
春
の
五
　
　
区
江
道
・
猿
倉
集
落
セ
ン
タ
ー
、
津

月
か
ら
巡
回
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
　
　
池
冬
季
分
校
、
庭
野
六
郎
方
（
赤
倉
）

の
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
問
六
千
　
　
大
池
小
学
校
水
沢
地
区
佐
藤
友
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
藁
》
ー
量
目
H
T

思
い
ち
が
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
！

　
国
民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
も
、
、

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
だ

れ
で
も
七
十
歳
に
な
れ
ば
福
祉
年
金

が
貰
え
る
と
思
い
違
い
し
て
い
る
方

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
は
、
問
違
い
で
、
保
険
料
を

納
め
な
い
で
老
齢
福
祉
年
金
を
貰
え

る
の
は
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
だ
け
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
一
定
の
期
間
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

福
祉
年
金
の
支
払
い
は

　
閣
月
六
日
か
ら

　
福
祉
年
金
は
、
一
月
六
日
か
ら
各

郵
便
局
で
支
払
い
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
指
定
郵
便

局
で
忘
れ
ず
に
お
受
け
と
り
く
だ
さ

い
。
　
　
　
（
市
民
課
国
民
年
金
係
）

郎
（
市
ノ
沢
）
南
雲
芳
太
郎
（
安
養

寺
）
野
中
小
学
校
、
宮
沢
政
徳
（
大

黒
沢
）
保
坂
孝
一
方
（
細
尾
）
姿
分

館
川
治
地
区
城
之
古
公
民
館
（
毎

月
十
日
、
二
十
日
、
三
十
日
の
午
後

七
時
～
九
時
ま
で
）
南
雲
一
郎
方
（
関

根
）
風
間
一
則
方
（
長
里
）
　
中
条

地
区
春
川
善
七
方
（
西
枯
木
又
）
新

座
保
育
所
吉
田
地
区
柳
重
太
郎
（
高

島
）
鐙
島
保
育
所
、
馬
場
建
設
方
（
小

泉
）
藤
巻
功
方
（
山
谷
）
児
玉
周
助

方
（
稲
葉
）
　
六
箇
地
区
田
麦
公
民

館
、
塩
ノ
又
分
校
、
俵
山
弘
方
（
ニ

ツ
屋
）
徳
永
義
雄
方
（
船
坂
）
麻
畑

公
民
館
。

　
公
給
領
収
証
を
忘
れ
ず
に

　
み
な
さ
ん
が
飲
食
店
、
料
理
店
、

旅
館
等
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
十
μ

の
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り
、

お
店
で
は
税
金
を
受
け
取
っ
た
し
る

し
に
公
給
領
収
証
を
渡
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
料
金
と
い

っ
し
ょ
に
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納

め
た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ら
ず
受

け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）

以
下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
免
税
点
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

明窓会が点字カレンダーを作成
免税点はつぎのとおり

　
十
日
町
明
窓
会
（
内

山
吉
晴
会
長
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
点
字
力
レ
ン
ダ

⊥
四
十
五
部
を
作
成
し
、

三
十
七
名
の
盲
人
と
、

中
魚
十
日
町
管
内
の
社

会
福
祉
事
務
所
へ
そ
れ

ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。

盲
人
の
方
々
は
、
こ
れ

ま
で
曜
日
等
、
自
分
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き

ず
不
自
由
し
て
い
る
こ

と
ー
。
ま
た
、
会
員
た

ち
の
技
術
向
上
等
を
目

的
と
し
て
配
布
し
た
も

の
で
、
盲
人
の
人
達
に

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
明
窓
会
」
は
、
点
約

奉
仕
を
目
的
と
し
て
昭

和
四
十
八
年
誕
生
。

　
会
員
ど
う
し
の
熱
心
な
学
習
で
、

こ
れ
ま
で
、
市
報
と
お
か
ま
ち
を
毎

号
点
約
し
、
点
約
奉
仕
の
輪
を
広
げ

て
き
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
主
婦
、
高
校
生
等
十
五

名
。
今
回
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
B
五

版
二
十
四
ペ
ー
ジ
で
、
日
曜
表
の
ほ

か
、
盲
人
の
方
が
つ
く
っ
た
俳
句
や

年
中
行
事
な
ど
が
多
く
と
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー

料
理
店
、
小
料
理
店
、
カ
フ
ェ
ー
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど

免
税
点
適
用
な
し

館
ル
テ

旅
ホ

宿
泊
（
一
泊
二
食
の
宿
泊
料
金
が
免
税
点
を
超
え
た

場
合
の
基
礎
控
除
額
一
人
一
泊
に
つ
き
千
五
百
円
）

一
．
人
一
泊
に
つ
き

三
千
四
百
円

宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、
間
食
、
昼
食
等
、
休

憩
及
び
飲
食

一
人
一
回
に
つ
き

千
七
百
円

飲
食
店
、
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回
に
つ
き

千
七
百
円

経
理
区
分
食
堂
（
デ
パ
ー
ト
の
食
堂
な
ど
）

一
品
に
つ
き

八
百
五
十
円

仕
出
し
、
出
前

一
人
前

千
七
百
円
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恩
給
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　
請
求
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ

口
旧
軍
人
普
通
扶
助
料
受
給
者
に
扶

　
養
加
給
し
ま
す
。

　
普
通
恩
給
受
給
者
の
遺
族
で
普
通

扶
助
料
を
受
け
る
者
が
妻
で
あ
っ
て
、

そ
の
扶
養
遺
族
で
あ
る
子
供
が
、
十

八
歳
未
満
の
も
の
、
十
八
歳
以
上
二

十
歳
未
満
の
不
具
廃
疾
の
も
の
、
又

は
二
十
歳
以
上
の
不
具
廃
疾
で
生
活

資
料
を
得
る
み
ち
の
な
い
者
な
ど
の

場
合
、
扶
助
料
に
扶
養
加
給
が
付
さ

れ
ま
す
。

□
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
を
支
給

　
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に

傷
病
年
金
受
給
者
（
第
一
款
症
～
第

四
款
症
）
並
び
に
特
例
傷
病
恩
給
受

給
者
で
特
別
項
症
～
第
一
款
症
ま
で

の
方
が
、
　
（
公
務
に
よ
ら
な
い
）
平

病
死
を
さ
れ
、
そ
の
遺
族
の
方
が
扶

助
料
な
ど
を
全
く
受
給
し
て
い
な
い

場
合
に
十
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

□
旧
満
洲
農
産
物
検
査
所
職
員
で
あ

っ
た
方
は
、
旧
軍
人
等
の
在
職
年
と

旧
満
洲
農
産
物
検
査
所
在
職
年
数
を

通
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
一
時
恩
給
の
請
求
は
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
の
法
律
改
正
で
、
引

き
続
く
実
在
職
年
が
三
年
以
上
七
年

未
満
の
兵
の
階
級
で
あ
っ
た
者
に
も

一
時
恩
給
（
一
時
扶
助
料
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

講
月
分
線
健
事
．
業
の
お
知
ら
せ
．

事
業
名

月
　
日

受
付
時
問

会
　
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
　
　
児

相
　
　
談

－
月
6
日

　
（
木
）

午
前
1
0
時

　
　
～
n
時

加
沢
出
張
所

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
も
の

水
沢
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の

相
談

－
月
7
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
　
～
2
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

－
月
7
日

　
（
金
）

午
前
1
0
時

　
～
n
時

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

1
月
1
1
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
2
時

下
条
出
張
所

下
条
地
区

1
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
－
月
－
日

～
3
月
3
1
日
ま

で
に
生
れ
た
も

の

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

4
ヵ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

1
月
2
1
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
9
月
生

れ
の
も
の

全
　
地
　
区

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

1
月
18
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

48

年
7
月
生

れ
の
も
の

全
　
地
　
区

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い

昭和52年出初式のお知らせ

　昭和52年出初式をっぎのとおり

行います。当日は、早朝から警鐘

を点打いたします。

地
区
名

日
　
　
時

場
　
所

十
日
町
・
川
治
・

四
日
町
・
吉
田

一
月
六
日
（
木
）

午
前
十
時

市
民
会
館

中
条
平
場

一
月
十
六
日
（
日
）

午
前
十
時

中
条
公
民
館

中
条
山
地

一
月
四
日
（
火
）

午
前
十
時

克
雪
セ
ン
タ
ー

六
箇
地
区

一
月
四
日
（
火
）

午
前
十
一
時

六
箇
小
学
校

下
条
地
区

一
月
七
日
（
金
）

午
前
十
時

下
条
公
民
館

水
沢
地
区

一
月
四
月
（
火
）

午
前
十
時

水
沢
出
張
所

　　　　　　　　　　　擁　　　　　　　　　慧　　　　　　　　毅　　　　　　雛
　　　　灘　　懸癖藻

1日（土）庭野医院（神明町）

　　　　費2－2711番

2日（日）中条病院（北原）

　　　　魯7－3018番
3日（月）　大　島　医　院（川原町）

　　　　曾2－2957番
9日（日）至誠堂医院（西浦東）

　　　　曾2－3276番
15日（土）十日町病院（高田弔南

　　　　魯7－5566番
16日（日）池田医院（本町西1）

　　　　曾2－2581番
23日（日）　富　田　医　院（神明町）

　
　
中

　
　
町

番
　
懐

9
院

6　

3
医

一2
　
口

曾　
　
山30日（日）

費2－2174番

年末年始のご用はお早めに

　市役所、保育所等の業務は12月29日か

ら1月3日まで休ませていただきます。

　なお、市民課、税務課、会計課などの

窓口と、ごみ収集作業は12月30日まで行

います。

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
豊

　
　
夢翻

　
　
お

　
　
』
』

1／25
　□15号□

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－31H）毎月25日（1部6円

　
こ
と
し
の
降
雪
は
、
五
十
一
年
一
月
豪
雪
に
つ
ぐ
ド
力
雪
と
な

り
、
一
月
五
日
夜
半
か
ら
六
日
午
前
九
時
ま
で
、
市
内
の
降
雪
量

は
、
平
場
で
七
十
弛
ン
、
山
問
部
で
百
独
ン
を
記
録
す
る
異
常
降
雪
と

な
り
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
は
、
常
設
の
雪
害
対
策
室
の
ほ
か
、
豪
雪
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
市
民
生
活
の
安
全
と
交
通
の
確
保
に
つ
と
め
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

中沢川の排雪に活躍するユンボ………1月6日

集中的に流雪溝へ投入された雪は、下流の水の流れ

をとめてしまった一。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ

　
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん

が
時
間
等
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守

っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
て

使
用
し
、
決
し
て
昨
年
の
よ
う
な
事

態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

■
流
雪
溝
に
水
が
流
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
絶
対
投
入
し
な
い
。

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

水
が
流
れ
て
い
て
も
雪
を
投
入
し
な

い
。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

時
間
を
厳
守
し
必
要
以
上
に
大
き
な

固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を
十

分
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

係
の
指
示
に
従
う
。

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ら
ず
流
雪
溝

の
フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故
等

が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

屋
根
の
雪
お
ろ
し
の
際

転
落
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す

　
異
常
降
雪
の
た
め
、
す
で
に
何
回

か
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
行
わ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
、
屋
根
の

雪
お
ろ
し
の
際
の
転
落
事
故
が
四
件

発
生
し
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
の
際
は
、
足
場
等
十
分

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
セ
リ
出
し
た
雪
の
か
た
ま

り
が
落
ち
て
き
て
、
歩
行
者
が
ケ
ガ

を
す
る
と
い
う
事
故
が
県
内
で
起
き

て
い
ま
す
。
屋
根
雪
が
セ
リ
出
し
て

通
行
人
に
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
カ
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
危
険
で

す
か
ら
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ

い
。

水
道
の
凍
結
防
止
を

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な

り
ま
す
と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
や

ぶ
れ
た
り
し
ま
す
。
水
道
管
や
じ
ゃ

口
の
部
分
に
保
温
材
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。


